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SDGs で共に創る　持続可能な行方

す
る
点
が
特
徴
と
い
え
ま
す
。「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
も
考
え
方
の
基

本
は
同
じ
で
す
（
図
）。
二
酸
化
炭
素

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
へ
の
転
換
を
通
じ
た
削
減

と
、
植
林
等
に
よ
る
吸
収
を
通
じ
て
、

「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
」
つ
ま
り
炭

素
（carbon

）
を
相
殺
（off set

）

す
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
目
指

す
う
え
で
の
重
要
な
『
１・
５
℃
の
地

球
温
暖
化
』
特
別
報
告
書
が
、
国
連
気

候
変
動
枠
組
み
条
約（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）

の
要
請
に
基
づ
い
て
、「
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
、

１
９
９
８
年
設
立
）
に
よ
り
作
成
さ
れ

ま
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
気
候
変
動
対
策

に
対
し
て
、
科
学
的
な
知
見
や
政
策
的

根
拠
を
提
供
す
る
機
関
で
す
。
以
前
の

お
さ
ら
い
で
す
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
パ

リ
協
定
で
は
地
球
の
気
温
上
昇
を
産
業

化
以
前
と
比
し
て
１・５
℃
～
２・０
℃

に
抑
え
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
概
要
で
す
が
、
私
た
ち
の
生
活

に
及
ぼ
す
影
響
と
し
て
、「
健
康
、
生

計
、
食
料
安
全
保
障
、
水
供
給
、
人

間
の
安
全
保
障
、
及
び
経
済
成
長
に

対
す
る
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
は
、
１
・

１
．
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
と
脱
炭
素

　
先
月
号
で
ご
案
内
の
通
り
、
気
候
変

動
対
策
の
た
め
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
が
必
須
で
す
。
中
で
も
二
酸

化
炭
素
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の

多
く
を
占
め
る
の
で
、
そ
の
対
策
が
必

須
で
す
（
他
に
、
メ
タ
ン
、
一
酸
化
二

窒
素
、
フ
ロ
ン
等
）。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
で
も
「
２
０
５
０
年
ま
で

に
世
界
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
可
能
と
す
る

た
め
に
、
全
て
の
化
石
燃
料
か
ら
の
脱

却
を
図
る
」（
Ｕ
Ａ
Ｅ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
）

と
さ
れ
ま
し
た
。
二
酸
化
炭
素
を
排
出

す
る
化
石
燃
料
（
石
油
、
石
炭
等
）
か

ら
の
脱
却
、
つ
ま
り
、
脱
炭
素
へ
の
取

り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

２
．
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
―
二
酸
化
炭

素
の
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す

　
で
は
、
脱
炭
素
社
会
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
国
連
大
学
（
Ｕ
Ｎ
Ｕ
）
は
、「
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」、
つ
ま
り
「
人
為

第
39
回

気
候
変
動
対
策
と
脱
炭
素
・
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

的
活
動
か
ら
発
生
す
る
排
出
を
限
り
な

く
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
構
想

を
１
９
９
４
年
に
提
唱
し
ま
し
た
。
二

酸
化
炭
素
も
人
為
的
な
活
動
か
ら
発
生

す
る
も
の
で
す
の
で
、
こ
の
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
の
大
半
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
起
源
な
の
で
、
化
石
燃
料
に
依

存
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
自
然

界
に
存
在
す
る
持
続
可
能
な
生
態
系
に

倣
い
、
異
業
種
に
ま
た
が
っ
て
無
駄
な

く
資
源
が
循
環
さ
れ
る
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
を
基
礎
と
す
る
、
環
境
と
調
和
し

た
持
続
的
な
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」（
Ｕ
Ｎ
Ｕ
）
を
目
指
し
ま
す
。

３
．
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
）―
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を「
正

味
ゼ
ロ
」
に
す
る

　
「
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
」（net zero

）
と

は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
と
吸
収

で
、
排
出
の
実
質
上
「
正
味
ゼ
ロ
」
に

５
℃
の
地
球
温
暖
化
に
お
い
て
増
加

し
、
２
℃
に
お
い
て
は
さ
ら
に
増
加
す

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地

球
温
暖
化
を
１・
５
℃
に
抑
え
る
た
め

に
、「
世
界
全
体
の
人
為
的
な
Ｃ
Ｏ
２

の
正
味
排
出
量
が
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
、
２
０
１
０
年
水
準
か
ら
約
45
％
減

少
し
、
２
０
５
０
年
前
後
に
正
味
ゼ
ロ

に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
（「
１・５
℃
特
別
報
告
書
」
Ｓ

Ｐ
Ｍ
、
環
境
省
２
０
１
８
参
照
）。
こ

れ
に
よ
り
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
は
、

２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
向
け
た
取

り
組
み
を
加
速
化
し
て
い
ま
す
。

図　カーボンニュートラル（ネットゼロ）の考え方

出典：環境省（n.d.）


